
(57)【要約】
【課題】廃棄時に不織布形態の崩壊が容易であり、高温での機械的特性がすぐれた熱接着
性長繊維不織布を提供する
【解決手段】鞘成分が融点１５０～２３０℃の生分解性熱可塑性ポリマーであって、芯成
分が融点２２５～３００℃のポリエステルである繊維径が７～５０μｍの芯鞘型複合長繊
維よりなり、該繊維の一部がニードルパンチ法やウォーターパンチ法などによって切断さ
れていることを特徴とする長繊維不織布であり、さらには生分解性ポリエステルフィルム
が複合されたことを特徴とする前記の長繊維不織布である。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鞘 成 分 が 融 点 １ ５ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ の 生 分 解 性 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー で あ っ て 、 芯 成 分 が 融 点 ２ ２
５ ～ ３ ０ ０ ℃ の ポ リ エ ス テ ル で あ る 繊 維 径 が ７ ～ ５ ０ μ ｍ の 芯 鞘 型 複 合 長 繊 維 よ り な り 、
該 繊 維 の 一 部 が 切 断 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 長 繊 維 不 織 布 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 の 繊 維 の 切 断 が ニ ー ド ル パ ン チ 法 あ る い は ウ ォ ー タ ー パ ン チ 法 に よ る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 長 繊 維 不 織 布 。
【 請 求 項 ３ 】
部 分 的 に 熱 圧 着 さ れ て 後 、 伸 長 あ る い は 剪 断 に よ り 熱 圧 着 部 あ る い は そ の 周 辺 が 孔 あ け さ
れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 長 繊 維 不 織 布 。
【 請 求 項 ４ 】
鞘 成 分 が 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル あ る い は そ の 共 重 合 体 で あ り 、 芯 成 分 が ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ
フ タ レ ー ト あ る い は そ の 共 重 合 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載
の 長 繊 維 不 織 布 。
【 請 求 項 ５ 】
生 分 解 性 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム が 複 合 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に
記 載 の 長 繊 維 不 織 布 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 熱 接 着 性 が あ る 芯 鞘 型 複 合 繊 維 よ り な る 長 繊 維 不 織 布 に 関 す る も の で あ り 、 さ
ら に 詳 し く は 、 廃 棄 時 に 短 時 間 で シ ー ト 形 態 を 崩 壊 さ せ る こ と が 可 能 な 長 繊 維 不 織 布 に 関
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ
ー ト 等 に 代 表 さ れ る ポ リ エ ス テ ル 系 長 繊 維 不 織 布 は 、 機 械 的 特 性 、 及 び 化 学 的 特 性 に 優 れ
て お り 、 そ れ ぞ れ の ポ リ エ ス テ ル の 特 性 に 応 じ て 、 例 え ば 土 木 ・ 建 築 資 材 用 や 産 業 資 材 用
の 繊 維 に 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 不 織 布 は 、 繊 維 の 空 隙 が 大 き く 、 不 織 布 を フ ィ ル ム 状
の シ ー ト と 見 立 て た と き の 体 積 占 有 率 あ る い は 目 付 を 厚 み と 比 重 で 除 し た 充 填 率 が ３ ～ ３
０ ％ 程 度 で あ り 、 使 用 済 み 後 に 重 量 の 割 に か さ ば る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 繊 維 を
反 毛 機 な ど で 開 繊 し た り 、 シ ー ト を 破 砕 す る 際 に 、 繊 維 の 切 断 端 が 無 い う え に 繊 維 の 絡 み
点 や 接 着 点 が 多 い た め 、 細 か く 分 散 さ せ る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 特 公 平 ８ － １ ４ ０ ６ ９ 号 公 報 に は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト と 低 密 度 ポ リ エ チ
レ ン の ２ 成 分 よ り な る 複 合 繊 維 を 用 い た 長 繊 維 不 織 布 が 開 示 さ れ 、 熱 接 着 性 不 織 布 と し て
用 い ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン は 生 分 解 性 が な い た め に 使 用 後 に 不
織 布 形 態 が そ の ま ま 残 り 、 廃 棄 の 際 に 嵩 張 る と い う 問 題 点 が あ り 、 使 用 後 に 不 織 布 形 態 を
容 易 に 崩 壊 さ せ る こ と が 可 能 な 不 織 布 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 生 分 解 性 樹 脂 を 用 い た 不 織 布 も 上 市 さ れ て い る が 価 格 が 高 く 、 ま た １ ５ ０ ℃ 以 上 の
高 温 で の 機 械 特 性 が 著 し く 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 を 鑑 み て 、 廃 棄 時 に 不 織 布 形 態 の 崩 壊 が 容 易 で あ り 、 高 温 で の 機
械 的 特 性 が す ぐ れ た 熱 接 着 性 長 繊 維 不 織 布 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 問 題 点 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を と る も の で あ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 は 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-100108 A 2004.4.2



１ ． 鞘 成 分 が 融 点 １ ５ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ の 生 分 解 性 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー で あ っ て 、 芯 成 分 が 融 点
２ ２ ５ ～ ３ ０ ０ ℃ の ポ リ エ ス テ ル で あ る 繊 維 径 が ７ ～ ５ ０ μ ｍ の 芯 鞘 型 複 合 長 繊 維 よ り な
り 、 該 繊 維 の 一 部 が 切 断 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 長 繊 維 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
２ ． 前 記 の 繊 維 の 切 断 が ニ ー ド ル パ ン チ 法 あ る い は ウ ォ ー タ ー パ ン チ 法 に よ る も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ の 長 繊 維 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
３ ． 部 分 的 に 熱 圧 着 さ れ て 後 、 伸 長 あ る い は 剪 断 に よ り 熱 圧 着 部 あ る い は そ の 周 辺 が 孔 あ
け さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ 又 は ２ の 長 繊 維 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
４ ． 鞘 成 分 が 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル あ る い は そ の 共 重 合 体 で あ り 、 芯 成 分 が ポ リ プ ロ ピ レ ン
テ レ フ タ レ ー ト あ る い は そ の 共 重 合 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ ～ ３ の い ず れ か に 記
載 の 長 繊 維 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
５ ． 生 分 解 性 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム が 複 合 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 前 記 １ ～ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 長 繊 維 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 の 要 件 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 で 用 い ら れ る 複 合 長 繊 維 不 織 布 は 、 鞘 成 分 が 融 点 １ ５ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ の 生 分 解 性 熱 可
塑 性 ポ リ マ ー で あ っ て 、 芯 成 分 が 融 点 ２ ２ ５ ～ ３ ０ ０ ℃ の ポ リ エ ス テ ル で あ る 芯 鞘 型 複 合
繊 維 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 目 的 で あ る 廃 棄 時 に 不 織 布 形 態
の 崩 壊 が 容 易 で あ り な が ら 、 高 温 で の 機 械 的 特 性 が す ぐ れ る 熱 接 着 性 不 織 布 を 提 供 す る こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 長 繊 維 不 織 布 は リ ン ト フ リ ー 性 に も す ぐ れ る た め 、 繊 維 の 脱 落 が
無 い の で ワ イ パ ー や フ ィ ル タ ー お よ び そ の 支 持 体 な ど の 用 途 に 特 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 リ
サ イ ク ル を 重 視 し た 自 動 車 用 の カ ー ペ ッ ト や 吸 音 材 、 そ の 他 内 装 材 な ど に 好 適 に 用 い る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
鞘 成 分 に 用 い る ポ リ マ ー は 、 融 点 が １ ５ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ の 低 融 点 ポ リ マ ー で あ る こ と が 必 要
で あ る 。 融 点 が １ ５ ０ ℃ 未 満 で あ る と 、 １ ５ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 機 械 的 特 性 が 著 し く 低 下 し
た り 、 あ る い は 室 温 に 於 い て も 接 着 力 が 低 下 し て し ま っ た り 、 粘 着 性 が で て ブ ロ ッ キ ン グ
な ど の 問 題 が 出 る お そ れ が あ る 。 一 方 、 融 点 が ２ ３ ０ ℃ よ り 高 く な る と 、 接 着 加 工 温 度 が
高 く な り 過 ぎ 、 接 着 対 象 物 の 表 面 温 度 が 低 い と す ぐ に 固 化 が 始 ま り 接 着 性 が 低 下 し た り 操
業 性 が 悪 く な る 可 能 性 が あ る 。 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 は 、 一 般 に 異 物 の 発 生 が 少 な い た め フ
ィ ル タ ー 関 連 用 途 に 特 に 好 適 で あ り 、 用 い る 樹 脂 と し て は 、 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル あ る い は
ブ ロ ッ ク 共 重 合 ポ リ エ ス テ ル お よ び そ れ ら を 基 本 骨 格 の 一 部 と す る 共 重 合 ポ リ マ ー な ど が
好 適 に 利 用 で き る 。 そ の 他 の 素 材 と し て は 生 分 解 性 を 有 す る 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー で あ れ ば ほ
ぼ 問 題 な く 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 芯 成 分 の ポ リ マ ー は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ フ タ レ ー
ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ 乳 酸 あ る い は そ れ ら の い ず れ か を 一 部 に 含 む 共 重
合 体 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ フ タ レ ー ト が ソ フ ト な 風 合 い を 有 す る
た め 特 に 好 ま し い 。 こ れ ら の ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 は 、 融 点 が ２ ２ ５ ～ ３ ０ ０ ℃ で あ れ ば 高
温 時 の 寸 法 安 定 性 や 機 械 的 強 度 特 性 に 優 れ る た め 特 に 好 ま し い 。 最 近 、 自 然 成 分 由 来 や バ
イ オ テ ク ノ ロ ジ ー で 原 料 を 得 る こ と が 可 能 と な っ て き て お り 、 環 境 保 全 の 観 点 か ら も 特 に
好 ま し い 。 特 に 、 分 離 膜 支 持 体 と し て 形 態 安 定 性 改 善 の た め に 用 い る と き に は 、 ポ リ エ ス
テ ル 繊 維 の も つ 高 い 剛 性 が 有 効 に な る 。 芯 成 分 の ポ リ マ ー は 、 鞘 成 分 の ポ リ マ ー の 融 点 あ
る い は 軟 化 点 よ り 少 な く と も ２ ０ ℃ 以 上 高 い 温 度 で あ る こ と が 、 接 着 加 工 の 操 業 性 を 考 え
る と 好 ま し い 。 融 点 の 差 が 小 さ い と 、 加 工 温 度 の コ ン ト ロ ー ル を 厳 密 に す る 必 要 が あ り 、
高 度 な 温 度 制 御 設 備 が 必 要 に な っ た り 、 加 工 速 度 を 低 速 に せ ざ る を え な く な る こ と が あ る
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。
【 ０ ０ １ ３ 】
複 合 繊 維 の 芯 成 分 と 鞘 成 分 の 質 量 比 は ２ ０ ： ８ ０ ～ ７ ０ ： ３ ０ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し く
、 さ ら に 好 ま し く は ３ ０ ： ７ ０ ～ ６ ０ ： ４ ０ の 間 で あ り 、 特 に 好 ま し く は ４ ０ ： ６ ０ ～ ５
５ ： ４ ５ の 間 で あ る 。 接 着 成 分 で あ る 鞘 成 分 が ３ ０ ％ よ り 少 な い と 十 分 な 接 着 力 を 得 る こ
と が 難 し く な る 。 一 方 、 ７ ０ ％ を 超 え る と 、 接 着 加 工 時 の 温 度 コ ン ト ロ ー ル が 難 し く な っ
た り 、 機 械 的 強 度 特 性 が 低 く な り や す い な ど 問 題 を 生 じ や す く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 不 織 布 の 繊 維 径 は 、 ７ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 繊 維 径 が ７ μ ｍ よ り 小
さ い と 接 着 部 面 積 が 小 さ く な り 、 接 着 力 が 低 下 し や す く な る 。 一 方 、 繊 維 径 が ５ ０ μ ｍ よ
り 大 き く な る と 紡 糸 時 に 繊 維 が 融 着 し や す く 、 繊 維 が 束 状 に な っ て 不 織 布 の 地 合 斑 が 大 き
く な る こ と が あ る 。 ま た 、 ス パ ン ボ ン ド 法 紡 糸 過 程 で 糸 切 れ を 生 じ た り 、 繊 維 牽 引 の エ ジ
ェ ク タ ー に 繊 維 が 付 着 し た り 詰 ま っ た り す る な ど の 問 題 点 を 生 じ や す く 操 業 性 に 問 題 を 生
じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 不 織 布 の 目 付 が １ ５ ～ ２ ７ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る こ と が 好 ま し い 。 目 付 が ２ ７ ０ ｇ ／
ｍ ２ よ り 大 き い と 熱 エ ン ボ ス 加 工 を 行 う と き に 、 エ ン ボ ス ロ ー ル で の 伝 熱 性 の 問 題 か ら 接
着 強 度 が 低 く な る と 言 う 問 題 を 生 じ や す い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 不 織 布 を 、 分 離 膜 支 持 体 と し て 利 用 し た 場 合 に は 、 目 付 が １ ５ ～ ７ ０ ｇ ／ ｍ ２ で
あ る こ と が 好 ま し い 。 目 付 が １ ５ ｇ ／ ｍ ２ よ り 小 さ い と 先 述 の 理 由 か ら 適 切 な 接 着 力 を 得
る こ と が 困 難 と な っ た り 、 形 態 保 持 性 が 低 下 し た り す る た め で あ る 。 一 方 、 目 付 が ７ ０ ｇ
／ ｍ ２ よ り 大 き く て も 接 着 力 が 高 く な る こ と は あ ま り 期 待 で き ず 、 分 離 膜 の 支 持 体 と し て
用 い る 際 に 、 厚 み や 質 量 が 大 き く な っ て 取 り 扱 い 性 が 低 下 し た り 、 圧 力 損 失 が 大 き く な る
と い う 問 題 を 生 じ や す く な る 。 ま た 、 厚 み が 厚 い と プ リ ー ツ 型 フ ィ ル タ ー に 用 い る 場 合 に
織 り 込 み 襞 折 り 数 が 少 な く な り 結 果 と し て 有 効 濾 過 面 積 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 不 織 布 は 、 少 な く と も 長 繊 維 の 一 部 が 切 断 さ れ て い る こ と 必 要 で あ る 。 長 繊 維 不
織 布 は 通 常 繊 維 切 断 端 が な い た め 、 形 態 を 崩 壊 さ せ る こ と が 容 易 で は な く 、 特 に 熱 接 着 性
樹 脂 成 分 を 含 む 場 合 は 、 接 着 点 数 が 非 常 に 多 い の で 形 態 が 非 常 に 崩 壊 し に く い 。 し か し な
が ら 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 あ ら か じ め 、 繊 維 切 断 端 を 導 入 す る こ と で 形 態 崩 壊 性 を 著 し く
改 善 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 見 い だ し た の で あ る 。 短 繊 維 不 織 布 の よ う に 繊 維 切 断 端
の 数 が 多 す ぎ る と 強 度 特 性 が 低 下 し て し ま う の で 、 少 な く と も 構 成 繊 維 の ７ ０ ％ 以 上 が 繊
維 長 で １ ０ ｃ ｍ 以 上 を 占 め る よ う に 切 断 端 の 数 を 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。 繊 維 の 切 断 端
は １ ｍ ２ あ た り ５ カ 所 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ０ カ 所 以 上 、 特 に 好 ま し く は ２ ０ カ 所 以 上
の 切 断 端 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お け る 繊 維 切 断 端 の 導 入 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ニ ー ド ル パ ン チ 法 で 繊 維 を 切
断 す る 場 合 に は 、 ニ ー ド ル の 突 き 刺 し 密 度 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 可 能 で あ る 。 ウ ォ ー
タ ー ジ ェ ッ ト 法 に お い て 水 圧 や 支 持 体 を 適 切 に 選 択 す る こ と に よ っ て も 穴 あ け は 可 能 で あ
る 。 ま た 、 不 織 布 を 部 分 的 に 熱 圧 着 し て 後 、 伸 長 あ る い は 剪 断 に よ り 熱 圧 着 部 あ る い は そ
の 周 辺 に 孔 あ け す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 は 圧 着 部 あ る い は そ の 周 辺 部 で 外 力 に よ
る 応 力 集 中 を 生 じ さ せ て 部 分 的 な 破 壊 を お こ さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
繊 維 の 切 断 が 毛 羽 や リ ン ト フ リ ー の 観 点 か ら 抑 制 さ れ る 場 合 に は 、 シ ー ト の 巾 を ３ ０ ｃ ｍ
以 下 に ス リ ッ ト し て 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 シ ー ト 形 態 の 崩 壊 性 が よ く な
り 好 ま し い 。 繊 維 が よ り マ シ ン 方 向 に 配 列 し て い る 場 合 に は 、 形 態 崩 壊 性 が 低 下 す る た め
に シ ー ト 巾 を よ り 狭 く 設 定 す る 必 要 が あ る の で 注 意 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 長 繊 維 不 織 布 を 多 孔 フ ィ ル ム と 重 ね て 、 主 に 熱 に よ り 不 織 布 の 鞘 成 分 の み を 溶 融
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さ せ て 接 着 し て 分 離 膜 と し て 用 い る こ と も 好 ま し い 形 態 の ひ と つ で あ る 。 こ の と き 、 熱 に
よ り 不 織 布 表 面 積 の １ ５ ％ 以 上 の 部 分 が 鞘 成 分 の み を 溶 融 さ せ て 変 形 接 着 し て い る こ と が
好 ま し い 。 接 着 部 分 の 面 積 が １ ５ ％ 未 満 で あ る と 接 着 力 が 弱 く 剥 離 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
フ ィ ル ム が 多 孔 膜 で あ る 場 合 に は 、 フ ィ ル タ ー や 透 湿 防 水 材 と し て 使 用 で き る 。 こ の 場 合
に は 、 不 織 布 は 支 持 体 と し て の 役 割 を 果 た し た り 、 プ レ フ ィ ル タ ー の 役 割 を 発 揮 す る 。 こ
の フ ィ ル ム は ポ リ 乳 酸 な ど の 生 分 解 性 フ ィ ル ム で あ る こ と が 、 積 層 体 の 生 分 解 性 を 促 進 す
る う え で 特 に 好 ま し い 。 フ ィ ル ム に 通 気 性 や 透 湿 性 を 持 た せ る 場 合 に は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム
や タ ル ク な ど を 樹 脂 に 練 り 込 ん で か ら 延 伸 す る こ と で ボ イ ド を 形 成 す る 方 法 や レ ー ザ ー や
ニ ー ド ル な ど で 穴 を あ け る 方 法 が 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 な お 、 実 施 例 に お け る 測 定 方 法 は 以 下 の と お り で あ る 。
（ 引 張 試 験 ）
幅 ５ ｃ ｍ 長 さ ２ ０ ｃ ｍ の 矩 形 の 不 織 布 サ ン プ ル を 切 り 出 し 、 つ か み 間 隔 １ ０ ｃ ｍ 、 １ ０ ０
％ ／ 分 の 伸 長 速 度 で 引 っ 張 り 試 験 を お こ な い 、 引 張 強 さ と 伸 び 率 を 測 定 し た 。
（ 熱 接 着 試 験 ）
１ ０ ｃ ｍ × ３ ｃ ｍ の 矩 形 に 切 り 出 し た サ ン プ ル を ２ 枚 積 層 し て 、 片 側 よ り ３ ｃ ｍ の 所 を 表
面 が ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン で コ ー テ ィ ン グ さ れ た 幅 ３ ｍ ｍ の 加 熱 ヒ ー タ ー で 約 １ ．
２ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力 で １ 秒 間 圧 着 し て 後 、 剥 離 強 力 を 測 定 し た 。 接 着 温 度 は 、 鞘 成 分 ポ
リ マ ー の 融 点 よ り ５ ～ ４ ５ ℃ 高 い 温 度 で 約 １ ０ ℃ ピ ッ チ で 行 い 、 接 着 強 度 の 最 も 高 い 値 を
採 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 生 分 解 性 ）
滋 賀 県 大 津 市 堅 田 ２ 丁 目 の 土 中 に １ ｍ 角 の 正 方 形 の 不 織 布 を 地 表 か ら 約 １ ０ ｃ ｍ の 深 さ に
埋 め 込 ん で 後 、 ６ ヶ 月 後 に 破 損 し な い よ う に 注 意 し て 掘 り 出 し て 形 態 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ ）
鞘 成 分 が ポ リ 乳 酸 （ 融 点 約 １ ９ ０ ℃ ） 、 芯 成 分 が 融 点 約 ２ ７ ０ ℃ の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト で あ る 繊 維 径 が １ ５ μ ｍ の 芯 鞘 型 複 合 繊 維 よ り な る 熱 エ ン ボ ス タ イ プ の ス パ ン ボ ン
ド 不 織 布 を 作 成 し た 。 芯 鞘 比 は 質 量 ベ ー ス で ５ ０ ： ５ ０ で あ っ た 。 目 付 が ４ ０ ｇ ／ ｍ ２ の
不 織 布 の 引 っ 張 り 強 度 と 熱 接 着 試 験 を 実 施 し た 。 引 張 強 さ は 、 縦 横 そ れ ぞ れ １ ２ ０ Ｎ ／ ５
ｃ ｍ 、 １ ０ ５ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ で あ り 、 伸 び 率 は 縦 横 そ れ ぞ れ ５ ３ ％ 、 ５ ２ ％ で あ っ た 。 ま た 、
剥 離 強 度 は ３ ． ４ ｋ ｇ で あ っ た 。 こ の 不 織 布 （ 比 較 例 サ ン プ ル ） を 、 地 中 に ６ ヶ 月 埋 め 込
ん だ 不 織 布 の 繊 維 は ほ ぼ 芯 成 分 の ポ リ エ ス テ ル だ け が 絡 ま っ た 状 態 で 形 態 保 持 し て い た 。
不 織 布 量 が 多 い 場 合 は 廃 棄 処 理 の 問 題 が 懸 念 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 の 不 織 布 （ 比 較 例 サ ン プ ル ） を ニ ー ド ル パ ン チ 法 で 突 き 刺 し 密 度 １ ０ ０ ／ ｃ ｍ ２ で 処
理 し 、 繊 維 切 断 端 を 導 入 し た 不 織 布 （ 実 施 例 サ ン プ ル ） を 得 た 。
こ の 不 織 布 の 引 張 強 さ は 、 縦 横 そ れ ぞ れ ８ ３ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 、 ７ ５ ｋ ｇ ／ ５ ｃ ｍ で あ り 、 伸 び
率 は 縦 横 そ れ ぞ れ ６ ３ ％ 、 ５ ８ ％ で あ っ た 。 ま た 、 剥 離 強 度 は ３ ． ３ ｋ ｇ で あ っ た 。 こ の
不 織 布 を 前 記 比 較 例 サ ン プ ル と 同 様 に 地 中 に ６ ヶ 月 埋 め 込 ん だ 後 の 不 織 布 は 繊 維 が ば ら け
た 状 態 に な っ て お り 、 廃 棄 処 理 が 容 易 で あ る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
融 点 が 約 １ ９ ０ ℃ の ポ リ 乳 酸 が 鞘 成 分 で あ っ て 、 芯 成 分 が 融 点 が 約 ２ ３ ０ ℃ の ポ リ プ ロ ピ
レ ン テ レ フ タ レ ー ト で あ る 繊 維 径 が ２ ２ μ ｍ の 芯 鞘 型 複 合 繊 維 よ り な る ス パ ン ボ ン ド 不 織
布 を 作 成 し た 。 得 ら れ た 不 織 布 を ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 法 に よ り 水 圧 約 ５ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ で
処 理 し 、 繊 維 切 断 端 を 導 入 し た 不 織 布 を 得 た 。 こ の 不 織 布 の 引 張 強 さ は 、 縦 横 そ れ ぞ れ ９
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７ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 、 ５ ９ ｋ ｇ ／ ５ ｃ ｍ で あ り 、 伸 び 率 は 縦 横 そ れ ぞ れ ４ １ ％ 、 ６ ６ ％ で あ っ た
。 ま た 、 剥 離 強 度 は ３ ． ５ ｋ ｇ で あ っ た 。 こ の 不 織 布 を 実 施 例 １ と 同 様 に し て 地 中 に ６ ヶ
月 埋 め 込 ん だ 後 の 不 織 布 は 繊 維 が ば ら け た 状 態 に な っ て お り 、 廃 棄 処 理 が 容 易 な こ と が 確
認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 機 械 的 特 性 が す ぐ れ た 熱 接 着 性 長 繊 維 不 織 布 で あ り な が ら 、 繊 維 切 断 端
を 有 し 、 か つ 鞘 成 分 が 生 分 解 性 で あ る の で 、 廃 棄 時 に は 不 織 布 形 態 の 崩 壊 が 容 易 で あ る 特
性 を 持 つ 熱 接 着 性 長 繊 維 不 織 布 を 提 供 で き る 。
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